
「気を
つけて

」

家庭や
地域で

声かけ
を

県内の転落死亡事故のうち、約9割は
65歳以上の高齢者です。
身近な末端水路で事故が多く発生しています。

5つの合言葉!
「自分は大丈夫」との意識を改めよう！

高齢者をはじめ、
家族みんなに声をかけよう！

なれた道でも水路沿いは注意しよう！

暗くなるほど危ないよ！

水路の管理作業は地域ぐるみで行おう！

富山県HP「農業用水路への転落事故に気をつけて！！」
https://www.pref.toyama.jp/1602/sangyou/nourinsuisan/
nousonseibi/tochikairyoukikaku/guideline.html

水路事故にあわないための

発行元／富山県 農林水産部 農村整備課 TEL.076-444-3375（直通）
新川・富山・高岡・砺波 農林振興センター
富山県土地改良事業団体連合会  TEL.076-424-3380

詳しい情報は、下記ホームページでご覧になれます。

家族のみんなにも教えてあげよう！
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過去10年の
転落死亡事故は
158件

27 事故の多くは身近な水路で発生！



※画像はイメージです。

水路沿いの草刈り

水路をまたぐ

水路に雪を捨てる

柵の隙間や転落のおそれがある場所には、トラロープなど
応急措置をしましょう。

視認性を向上！
ポールコーンや看板などで水路の位置や危険
箇所を明示。夜間や悪天候時でも危険に気付
きやすい環境をつくりましょう。

転落のおそれがある水路には蓋
掛けなどを行い、安全性の向上に
努めましょう。

危険な場所は視える化！

簡易な整備で転落防止！

小さな水路でも
溺れる！？
人体模型を用いた実験では、小さな
水路でも溺れる危険があることが
確認されています。身近な水路にも
危険が潜んでいること
を意識しましょう。

実験動画をご覧ください。

用水路事故
よう すい　 ろ　 じ　 こ

　　　　としたこと

STOP!

ありませんか？
ヒヤッ

危険な箇所には

安全対策！


